
平成2６年１０月３日（金）
第15４３回
講師：鈴木　英男  氏

　　　平成2６年１０月１０日（金）
　　　　第15４４回
　　　　講師：丸本　敏文  氏

　　　　　　　　　倫理研究所　首都圏方面　副方面長
　　　　　　　　　「難きを選べ」　　　　　　
　　　　　　　　　昨年度、青森県代表として甲子園に初出場した
弘前学院聖愛高等学校がいかにして出場を勝ち取ったかの話から始まり
ました。
　照明施設も室内練習場も予算も何もないところからスタートするので
すが、それらを工夫と努力で克服していきます。原田監督のモットーは
「野球をやる前に立派な高校生たれ」で、生徒たちの心を磨く指導を徹
底していきます。
　生徒たちは道具を大切にすること、無いものねだりをするのではな
く、あるものを最大限に生かすこと、感謝することなどの実践を通して
　　　　　　　　　　　着実に力をつけていきます。大谷翔平、菊池雄
　　　　　　　　　　　星を輩出した花巻東の野球部も「人としての教
　　　　　　　　　　　育」を最も大切にしていること。両校の監督さ
　　　　　　　　　　　んは倫理法人会の会員であることを付け加えら
　　　　　　　　　　　れました。
　　　　　　　　　　　　次に佐賀県のある会長さんと首にタトゥーを
　　　　　　　　　　　入れた娘さんとの葛藤の話がありました。「娘
　　　　　　　　　　　さんに手をついて詫びなさい。」という倫理指
　　　　　　　　　　　導を受けて、それを実践することで親子関係が
　　　　　　　　　　　修復できたそうです。「無条件で実践すること
　　　　　　　　　　　はとても難しいが、あえて難きを選んで実践下
　　　　                  　さい。」と結ばれました。（永富新嗣）

平成2６年１０月１７日
（金）第15４５回
講師：見付　春雄  氏　　　　　　　　　　　　　　　　
三郷市倫理法人会　会長

｢お前が居たから」

　仕事の都合から遠く青森のご両親

にお子さんを預けて、奥様と二人で職人

を抱えてトンネル工事に当たられ、大変

なご苦労をされたようでした。

　数年ぶりに実家を訪ね、再会した

お子さんとしばし楽しんだあとのお別

れの時。　別れを惜しんだお子さんたちが、少しでも見付さんの乗った汽
車を見送りたい一心で駆け上った見晴らしのよい丘。そして、見付さんご夫
婦が乗った汽車に両手を千切れんばかりに大きく振っていたそうです。

　その高台の丘に登ぼり、大きく手を振って

いるお子様たちの姿を発見した見付さんご

夫妻は涙が止まらなかったそうです。

　そのお話を聞いた時、涙したのは私だけ

では無かったと思います。

　長年のご苦労とご両親、奥様、お子様の

理解と協力があって今日の繁栄に至ったと

思いました。（伊藤義昭）

                  平成2６年１０月２４日（金）
　　　　　　 　　第15４６回
                 　　講師：谷野　友昭　氏

                            幸手市倫理法人会　会長
                              　　                 
　　　　　　　　「倫理に出会うまで」
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　谷野さんは、小学生の頃から野球が大好き　
　　　　　　　　　　で、毎日、日が暮れるまで練習をしていた、や
　　　　　　　　　　んちゃな野球少年でした。やんちゃな子の親　
　　　　　　　　　　は、必然的にＰＴＡに入るらしく、谷野さんの
　　　　　　　　　　母親もＰＴＡに入りました。

　小学校に通っていた頃の谷野さんは素行が良くなかったのか、母親
が毎日のようにいろいろと相談していた先生がおりました。

   その先生はなんと、今、谷野さんのお子様が通っている小学校の新
任教頭であることに気付き、人生と縁の

不思議さに感動したとのことでした。

　現在、谷野さんは祖父から三代目の物

流業を営んでおります。祖父の頑張って

いる姿を見て育っていたため、祖父のＤ

ＮＡが心に沁みついているようです。

　また、祖父の様になるのが目標との素

晴らしい思考と行動力を持ち合わせた素

適な方でした。（鈴木喜代美）

　　物の整理は心の整理、すっきりした気持ちで新年を！

　早いもので店先にはクリスマスツリーが飾られ、年の瀬を感じる季節になりました。
皆さんにとりまして、今年はどんな一年でしたでしょうか。
　あちらこちらから、「最高です！」の声が聞こえて来るようです。倫理の皆さんは、
本当に明るく元気ですよね。
　私は、１１月に病気が見つかり手術することになりましたが、至って元気ですから、
ご安心ください。これも、心の持ちようを学んでいるお陰と、倫理に感謝しています。
　年末には、恒例により家内と二人で大掃除をします。夫婦で協力しながら、徹底的に
やります。
　その時に、捨てる物にも、「ありがとう」の言葉を忘れないようにしています。夫婦
での共同作業は中々いいものです。皆さんにもお勧めします。
　「物の整理は心の整理」、すっきりした気持ちで新年を迎えましょう。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

平成２６年１２月号

　こ　し　り　ん
　　　　　　　埼玉県越谷市倫理法人会 会報

倫理法人会  会員心得
一　朗らかに働き、喜びの人　　
　　　生を創造します。
二　約束を守り、信頼の輪を　　
　　　ひろげます。
三　人を愛して争わず、互い　　
　　　の繁栄をねがいます。

　ポラス㈱元監査役・顧問
　「越谷市倫理法人会
初代会長　中内俊三氏について」
　今年で７７歳とは思えない若々しさで聞き取り易いお話でした。
　ポラスグループの創業者であり、越谷市倫理法人会初代会長中内俊
三氏との出会いのお話の中から、中内氏の人となりをうかがい、「人
との出会いの不思議さ」を感じました。
　四国からボストンバック一つで上京され、バナナの叩き売りをされ
ていた。その時に、鈴木氏に出会っていなければ、ポラスグループの
前身である㈲中央住宅社の設立も無かったかもしれません。そして、
もちろん、越谷阿波踊りも誕生しなかったでしょう。
　そして、お二人の今も深く続く心の
繋がりに感銘いたしました。
　中内語録の「人間が機械と違うのは、
常に厳しい目標要求を知恵と努力で達
成することであり、目標達成が出来な
い場合に全ての問題が発生する」の言
葉を真摯に受け止めたいと思いました。
　また、「会社潰しても阿波踊りは潰
すな」の言葉の根底にある、地域文化
の価値創造に「地域に恩返しを」の深
い想いを感じました。（進　真衣）

会長　原田秀一

平成2６年１０月３１日
（金）第15４７回
　講師：幸田　豊  氏　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　足立区西倫理法人会　会長

　　　　　　　　　｢私の倫理観」

　「東京神田の生まれで、おっかない家内と・・・」でお話が始ま

りました。学ぶことをやめた時、人生は落ち込んでいく。良い人

間関係をどのように構築していくか、また、相手を尊重し、心を

込めて話すことを心掛け、多くの人々との出会いに、感動、感謝

を思えるようになったそうです。

　また、日本には古くから「道」というものがあり、その中で極

道の親分との出会いのお話では、倫理での「手強い敵は味方に

つけろ」との教えで、その親分を見方につけ、気が楽になった幸

田氏は親分に倫理観を伝え、トイレ掃除、ゴミ拾い等々実践実行

させました。また、その親分と「世の中の嫌われ者、乱暴、貧乏、

けちん坊」の話で夜中まで語り合ったり、富士研での研修に同行

したお話など「倫理の切り味はすごい」と話されました。

　最後に「真実だけが魂をうつ」で講話を締めくくられました。

（伊東正文）



日時：毎週金曜日　ＡＭ６：００～７：００　終了後朝食会（参加自由）　５００円
会場：越谷市産業会館（越谷市商工会）地下多目的ホール

　　開 催 回 数　
　　日　　   　付

　　　役　　　　　　　職 　　  講　　　　師　　　　名 　講　演　テ　ー　マ
　　　　　　（会員スピーチ）

　第１５５２回　　
　　
　１２月　５日（金）

アームズ法律事務所
弁護士

　　

　浅水　尚伸　氏
「弁護士から見た倫理」

　第１５５３回
　
　１２月１２日（金）

首都圏方面　担当研究員 　

　鶴川　宗弘   氏
「栞に学ぶ」

　第１５５４回
　
　１２月１９日（金）

草加市倫理法人会
幹事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　永冨　雪子　氏
「プラス言葉と笑いの
パワー」

　第１５５５回
　
　１２月２６日（金）

吉川・松伏倫理法人会　
会長

　
  深津　　孝　　氏

「気付き」
　　

　越谷市倫理法人会
　　秋の恒例行事！

「イモ掘り＆「イモ掘り＆

　　　懇親　　　懇親

会」会」

　
　

　　　　　　　　　　　　　　

とにかく　やろう　まず　動こう

純情な心で　ハイ実践！

経営者モーニングセミナー会場地図

発行機関：越谷市倫理法人会
　　　　　　　　電話０４８－９７０－１５５０
　　　　　　　　ＦＡＸ０４８－９７０－１５５１
　　平成２６年１２月発行　　　　　作成責任者　臼井徳夫

す　な　お

実践の決意実践の決意　　今日一日　朗らかに　安らかに　喜んで　進んで　働きます。

会員スピーチ：北原　京子

会員スピーチ：佐野　義一

会員スピーチ：米山　剛　

会員スピーチ：渡邊　祥二

明るい話題コ―ナー 　役員紹介コ―ナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ネンピアップ㈱越谷営業所
越谷市倫理法人会
幹事　　伊藤　義昭

「お役を務めさせて頂きます」

　この度、原田会長よりお電話を頂き、２７年度の幹事を
やってくれとのお言葉を頂きました。　「まだ入会１年目なの
で何もできませんので」と一度はご辞退申し上げましたが、
役員の一人としてお引き受けする事に致しました。
　倫理法人会との出会いは、入会をさせて頂いた時の「新
会員紹介コーナー」でも申し上げましたが、ネンピアップ㈱
（⋆自動車に取り付けることにより燃費削減とパワーアップ
の効果があります）社長の田端が市川と江戸川の二つの
倫理法人会に入会しておりました。
　その関係で江戸川倫理法人会のモーニングセミナーに三
度参加させて頂いて、講話者のお話を聴講させて頂き、深
く感銘を受けました。
　その後、吉川松伏倫理法人会のモーニングセミナーにお
伺い致しました時、北原さんに出会い越谷市倫理法人会に
お誘い頂き入会させて頂きました。仰せつかりましたお役を
自分の出来る範囲で務めさせて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　「平林副会長に清水会長より　
　　　　　　　　　　　　　　　　　感謝状が授与されました」

　先般、当会の平林照雅副会長が団長を務める「越谷市消
防団」が平成２６年度の防災功労者として内閣総理大臣表
彰を受賞されました。
　そして、１１月５日には橋本屋本店におきまして、埼玉県倫
理法人会の清水会長から感謝状と記念品が贈呈されまし
た。
　懇親会では、倫理の仲間による防災活動についてと題し
て、活発な意見が出されました。
　参加者は岡田埼玉県副会長、岩井東南地区会長、中村東
南地区副会長、原田越谷市
会長でした。
　私達は大変な誇りであり、
嬉しい気持ちで一杯です。
　心から、お祝い申し上げま
す。
　誠におめでとうございまし
た。（記：原田　秀一）


